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No.1724 

2026 年 3 月 6 日 

古河電気工業株式会社 

NEDOグリーンイノベーション基金事業 

洋上風力発電の低コスト化プロジェクト 

「愛知県沖浮体式洋上風力実証事業」に補助先として参画 
 

古河電気工業株式会社（本社：東京都千代田区大手町 2 丁目 6 番 4 号、代表取締役社長：森平

英也）は、2024 年 6 月 11 日に株式会社シーテック（幹事会社）、カナデビア株式会社、鹿島建設

株式会社、株式会社北拓、株式会社商船三井の 5 社が、国立研究開発法人新エネルギー・産業技

術総合開発機構（NEDO）より採択を受けた「グリーンイノベーション基金事業／洋上風力発電の

低コスト化プロジェクト」の浮体式洋上風力実証事業「愛知県沖浮体式洋上風力実証事業」（以下、

本事業）に、2 月 26 日より補助先（旧・助成先）としてコンソーシアムに参画しました。 

 

本事業は、日本政府の「2050 年カーボンニュートラル」実現に向けて、再生可能エネルギーの

主力電源化に向けた切り札である洋上風力発電の低コスト化の実現を目指して、遠浅の海域が少

ない日本で導入余地が大きいとされている浮体式洋上風力発電の実証を行うものです。発電事業

者と浮体メーカ、ゼネコン、風力発電メンテナンス企業、総合海運企業の各社にケーブルメーカ・

施工者である当社が加わった 6 社共同で、これまで培ってきた技術力を融合し、浮体式洋上風力

発電システム全体を対象とした技術開発に取り組み、2030 年度までに風況等の一定状況下におけ

る浮体式洋上風力を国際競争力のある価格で商用化する技術の確立を目指すものです。 

 

当社は本事業の開始当初、株式会社シーテックの委託先として参加していましたが、設計・施

工方法・工程の検討を進める中で、より一層のタイムリーな情報共有と緊密な連携の重要性が高

まっておりました。そこで当社は、補助先として正式にコンソーシアムに参画し、主体的に本事

業に関与することで、コンソーシアム構成企業との連携を一層強化し、本事業の効率的な推進と

成果の最大化を図ってまいります。 

 

愛知県沖浮体式洋上風力実証事業の概要 

実証区域 愛知県田原市・豊橋市沖 

実証期間 2024 年 8 月～2031 年 3 月（予定） 

実証設備 浮体式洋上風力発電設備 

実証基数 1 基 

風車出力 12-15ＭＷ級（予定） 

基礎型式 セミサブ型 

 

経営 研究 情報通信ソリューション エネルギーインフラ 自動車部品・電池 電装エレクトロニクス材料 機能製品 新事業・開発品 
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実証候補区域位置図 

 

出典：再エネ海域利用法に基づく促進区域の指定、セントラル方式による調査対象区域及び GI

基金（浮体式実証）の候補区域について 

 

 

◼ 古河電工グループの SDGsへの取り組み 

当社グループは、国連で採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」を念頭に置き、2030 年をターゲットとした

「古河電工グループ ビジョン 2030」を策定して、「地球環境を守り、安全・安心・快適な生活を実現するため、

情報/エネルギー/モビリティが融合した社会基盤を創る。」に向けた取り組みを進めています。ビジョン 2030 の達

成に向けて、中長期的な企業価値向上を目指す ESG 経営を Open、Agile、Innovative に推進し、SDGs の達成に

貢献します。 

 

古河電工グループの SDGs への取り組み 

https://furukawaelectric.disclosure.site/ja/themes/182 

 

◼ お問い合わせ先 

古河電気工業株式会社 

広報部 村越 

E-MAIL： fec.pub@furukawaelectric.com 

 

以 上 
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